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　朝の光が少し早く届くようになり、夕方の空の明るさにも春の気配がほんのりと感じられる頃となりま
した。「三寒四温」や「暑さ寒さも彼岸まで」といった昔の言葉は、この季節の揺れを昔の人は本当によ
く言い表したものだと感じます。一雨ごとに空気が少しずつ温かくなり、桜の開花も今日か明日かという

 時季を迎え、春の訪れが、校庭にも静かに感じられるようになりました。
　今週は卒業式予行や表彰、そしてセレモニーと、式に向けて気持ちを整える時間が続きました。緊張の
中で姿勢を正す場面もあれば、仲間と笑い合う穏やかな表情もあり、三年間の積み重ねが自然とにじみ出
ていました。こうした落ち着いた雰囲気の背景には、日々ご家庭で支えていただいた時間があるのだと感
じています。明日の卒業式と、その後に続く修了式が、温かな春の訪れとともに、生徒たちにとっても、

 保護者の皆さまにとっても、心に残る一日となるよう、教職員一同しっかりと見守ってまいります。
　最後の学校だよりは、卒業式を最高の式にするために卒業生、在校生のみなさんにお願いしたい事をま

 とめたいと思います。

 【主役】の卒業生に向けて
１　３年間の思いや感謝を込めて素敵な返事を聴かせてください。返事は「私はここにいます。今日、
　卒業していきます。」というメッセージになります。 
２　壇上では顔を上げて、胸を張って堂々と【主役】らしく。会場内にいる観衆に自分の成長を魅（見）

 　せてください。
３　３年間の喜怒哀楽のすべてを合唱にのせて歌い上げてください。皆さんの合唱は会場を感動に包

 　み込むことができる力があります。
４　失敗しても間違っても照れ隠しなどせず何もなかったかのようにしてください。真剣な中での失
　敗は恥ずかしいことではありません。

  【名脇役】になるために（在校生に向けて）
 １　何があっても笑わない。

　　卒業生、先生方、友だち、緊張しながら式に臨んでいます。声が裏返ったり、つまずいたりなど
　といった失敗をしてしまうかもしれません。でもその失敗を決して笑ってはいけません。粛々と式
　が進んでいるのに雰囲気が台無しになります。また、自分が失敗しても笑ってごまかしたりせず次

 　の行動に移りましょう。ただ、入場や退場の時は盛大な拍手と「笑顔」をお願いします。
 ２　座っている間は動かない。

　　キョロキョロ周りを見たり、隣の人とおしゃべりなどせず、卒業生の姿を自分の目でよく見て、
　頭の中に焼き付けていきましょう。姿勢良くまっすぐ前を向いて全身の筋肉を使って動かないよう

 　にしましょう。
 ３　集中して動作を揃える。

　　号令がかからなくても、来賓の方々や卒業生、先生方の動きをよく見て、息を合わせて全体の起
 　立や礼が揃うように集中しましょう。メリハリがあり揃っているほど集団が美しく見えます。

 ４　歌声でバックアップする。
　　最後に校歌を歌います。その頃卒業生の皆さんは感極まって大きな声でしっかりと歌えないかも
　しれません。在校生の皆さんが卒業生を歌声でカバーして欲しいのです。卒業生との最後の「競演」
　です。安心して卒業できるように在校生の力を見せてください。

　映画の世界などで「傑作には名脇役あり」と言われます。ぜひ、【主役】、【名脇役】になりきって卒業
式を成功させましょう。よろしくお願いします。最後に、体調の悪いときには無理せず座っていてくださ

 い。決して無理はせず、静かに手を挙げるなどして近くにいる先生方に知らせてください。
 

★☆ 保護者・地域の皆様へ ☆★ 
　令和７年度を大きな事件・事故なく無事に過ごせたことは、ひとえに保護者・地域の皆様のご支援
とご協力の賜物と深く感謝申し上げます。次年度以降も生徒たちが安心して学校生活を送ることがで
きるよう、教職員一同、一層の努力を重ねてまいりますので、引き続きよろしくお願い申し上げます。
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